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北
九
州
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立
中
央
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献

　

―
―
近
世
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
豊
前
筑
前
境
界
域
の
口
頭
語
の
特
徴
を
探
る
―
―

柚
木
靖
史

は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
行
っ
た
、
北
九
州
市
立
中
央
図
書
館
蔵
（
以
下
、
中
央
図
書
館
と
記
す
）
の
漢
籍
の
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
、
七
十
五
点
、
冊
数
に
し

て
二
七
九
冊
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
た
。
墨
の
書
き
入
れ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
、
も
と
豊
前
と
筑
前
の
境
界
域
（
１
）、
現
在
で
い
え
ば
、
北
九
州
市
に
位
置
す
る
地
域
に

在
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
角
筆
を
書
き
入
れ
た
人
物
も
、
そ
の
地
域
に
住
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
書
き
入
れ
た
時
代
も
、
角
筆
の
書
体
や
、

墨
書
と
の
関
係
か
ら
、
あ
る
程
度
、
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
資
料
も
多
い
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
角
筆
に
よ
る
言
語
情
報
か
ら
伺
え
る
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
、
特
に
音
韻
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

中
央
図
書
館
所
蔵
の
角
筆
文
献
の
刊
行
年
代
と
特
徴

さ
て
、
ま
ず
、
中
央
図
書
館
の
角
筆
文
献
が
刷
ら
れ
た
年
代
に
つ
い
て
、
記
し
て
お
き
た
い
。

刷
ら
れ
た
年
代
を
、
江
戸
時
代
前
期
。
中
期
、
後
期
、
明
治
時
代
に
分
け
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
２
）

[

江
戸
時
代
前
期]

十
四
点
（
慶
安
１
、
承
応
１
、
寛
文
４
、
延
宝
２
、
貞
享
２
、
元
禄
１
、
年
代
未
詳
３
）

[

江
戸
時
代
中
期]

七
点
（
享
保
２
、
延
享
１
、
宝
暦
１
、
安
永
１
、
年
代
未
詳
２
） 

[

江
戸
時
代
後
期]

三
十
点
（
天
明
１
、
寛
政
２
、
文
化
３
、
文
政
２
、
天
保
３
、
安
政
２
、
元
治
１
、
年
代
未
詳
１
６
）

[

明
治
初
期]

二
十
四
点　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
号
の
下
に
示
し
た
数
字
は
、
角
筆
文
献
の
点
数
を
示
す
。）

こ
の
よ
う
に
、
板
本
の
刊
行
年
代
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
明
治
ま
で
、
幅
広
い
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
江
戸
時
代
後
期
と
明
治
初
期
と
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
が
、

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
る
。

次
に
、
印
や
墨
書
か
ら
分
か
る
、
中
央
図
書
館
の
角
筆
文
献
の
特
徴
を
記
す
。

ま
ず
、
寄
贈
者
と
し
て
、「
久
野
梅
次
寄
贈
」
の
朱
印
の
あ
る
文
献
が
、
十
一
点
（
文
献
番
号
１
、７
、１
０
、１
２
、１
５
、２
１
，
２
５
，
３
５
，
４
５
、４
８
、５
８
）
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
は
、
決
ま
っ
て
「
菊
池
」
印
、
あ
る
い
は
「
菊
池
姓
」
の
墨
書
が
存
す
る
。
菊
池
氏
と
久
野
氏
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
久
野
家
は
、
か
つ
て

菊
池
氏
所
有
の
板
本
を
多
数
所
有
し
、
そ
れ
を
久
野
梅
次
氏
が
、
中
央
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
小
倉
市
立
記
念
図
書
館
に
寄
贈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
久
野
梅
次
氏
が

寄
贈
し
た
角
筆
文
献
は
、
角
筆
の
書
き
入
れ
が
、
字
形
、
凹
み
の
深
さ
、
文
字
の
大
き
さ
か
ら
判
じ
て
、
同
一
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
角
筆
を
書
き
入
れ
た
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人
物
が
誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
定
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
は
、
菊
池
姓
と
い
う
墨
書
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
菊
池
と
い
う
墨
書
と
、

本
文
中
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
墨
書
は
、
同
一
人
物
に
よ
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
角
筆
の
書
き
入
れ
は
、
墨
書
と
は
字
形
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
墨
書
と
は
別
の
人
物
に
よ
っ

て
書
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
九
年
板
の
文
献
１
２
（「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
印
あ
り
）
に
、「
菊
池
」
朱
印
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
「
菊
池
姓
」
の
墨
書
も
存
す
る
こ

と
か
ら
、
久
野
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
文
献
に
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、
明
治
十
九
年
以
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
安
廣
寶
六
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
漢
籍
に
も
、
多
く
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
た
。
文
献
番
号
３
に
は
、「
第
八
十
二
号
弐　

故
紫
水
安
廣
亥
三
郎
氏　

遣
蔵
図
書

百
三
十
四
部　

安
廣
寶
六
氏
寄
贈　

昭
和
四
年
七
月
十
五
日　

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
の
朱
印
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
紫
水
安
廣
亥
三
郎
氏
の
遺
蔵
本
を
、
安
廣
寶
六
氏
が
、

昭
和
四
年
に
「
小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
安
廣
亥
三
郎
氏
は
、
紫
水
と
い
う
名
で
小
倉
に
住
ん
で
い
た
書
家
で
あ
る
。
父
も
、
紫
川
と
号
し
た
書

家
で
あ
っ
た
。
紫
川
と
号
し
た
安
廣
一
郎
氏
に
つ
い
て
は
、『
北
九
州
市
史
』（
近
代
・
現
代　

教
育
・
文
化
）
の
「
明
治
期
の
書
家
お
よ
び
能
筆
家
」
に
「
通
称
一
郎
。
元
満
鉄

総
裁
安
廣
伴
一
郎
の
父
。
貫
名
海
屋
ら
に
学
ぶ
。
明
治
三
十
四
年
没
。
七
十
二
歳
。」（
六
四
二
頁
）
と
あ
る
。（
３
）
伴
一
郎
と
亥
三
郎
と
は
兄
弟
で
、
寶
六
は
、
伴
一
郎
の
子
息
で

あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、「
安
廣
寶
六
氏
」
の
寄
贈
本
の
文
献
５
９
が
、
明
治
十
三
年
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
後
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
角
筆
の
書
き
入
れ
は
、
遅
く
と
も
明
治
中
期
に
終
息
し
て
い
く
こ
と
か
ら
推
し
て
、
恐
ら
く
は
、
刊
行
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
に
、
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
書
体
も
ま
た
、
形
、
大
き
さ
、
角
筆
の
凹
み
の
深
さ
、
線
の
太
さ
か
ら
、
同
一
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
書
き
入
れ
た

人
物
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
は
特
定
で
き
な
い
が
、
安
廣
亥
三
郎
氏
遣
蔵
図
書
と
あ
る
か
ら
、
紫
水
が
書
き
入
れ
た
か
、
そ
の
父
の
書
家
、
紫
川
が
書
き
入
れ
た
可
能
性
が
大
き

い
。
な
お
、
紫
川
や
そ
の
子
息
の
安
廣
亥
三
郎
は
、
森
鷗
外
「
小
倉
日
記
」
に
そ
の
名
が
み
え
る
。
亥
三
郎
は
、
明
治
三
十
二
年
か
ら
明
治
三
十
五
年
に
か
け
て
の
、
森
鷗
外
の

小
倉
赴
任
時
期
に
鷗
外
と
交
友
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
亥
三
郎
の
父
、
一
郎
は
、
森
鷗
外
が
小
倉
に
赴
任
し
て
い
た
明
治
三
十
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
角
筆
文
献
の
刊
行

さ
れ
た
明
治
十
三
年
に
、
亥
三
郎
の
父
一
郎
は
、
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
、
亥
三
郎
は
、
小
倉
に
在
住
し
、
三
十
代
の
壮
年
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
亥
三
郎
が

明
治
十
三
年
刊
の
文
献
５
９
を
手
に
入
れ
た
と
き
、
そ
の
文
献
に
角
筆
が
既
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
亥
三
郎
が
有
し
て
い
た
、
刊
行
年
の
異
な

る
複
数
の
文
献
に
同
一
人
物
の
角
筆
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
亥
三
郎
が
、
同
一
人
物
に
よ
る
角
筆
の
書
き
入
れ
の
あ
る
文
献
を
偶
然
入
手
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

や
は
り
、
亥
三
郎
が
文
献
を
入
手
し
た
後
に
、
角
筆
は
書
き
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
故
紫
水
安
廣
亥
三
郎
氏
遣
蔵
図
書
」
印
の

あ
る
複
数
の
文
献
に
、
角
筆
を
書
き
入
れ
た
の
は
、
亥
三
郎
か
、
そ
れ
に
近
し
い
家
族
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

九
日
。（
略
）
今
伴
一
郎
の
弟
な
る
薬
種
商
伊
三
郎
の
家
に
居
る
。
家
は
小
倉
京
町
四
丁
目
に
在
り
と
。

　

四
日
。（
略
）
此
夜
月
に
乗
じ
て
漫
歩
し
、
京
町
を
過
ぎ
て
安
廣
紫
川
の
寿
碑
を
観
る
。（
略
）
紫
川
は
伴
五
郎
の
父
、
そ
の
寿
碑
を
書
す
る
も
の
は
山
縣
元
帥
な
り
。

　

三
日
。
朝
霞
。
安
廣
亥
三
郎
葡
萄
酒
二
瓶
を
贈
る
。
予
こ
れ
が
銘
を
撰
べ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
亥
三
郎
は
京
町
の
薬
剤
師
に
し
て
読
書
人
な
り
。
父
は
所
謂
紫
川
先
生
、　

　
　

政
治
家
伴
一
郎
は
其
兄
な
り
と
云
ふ
。（
略
）

以
上
の
他
、
寄
贈
者
が
分
か
る
文
献
と
し
て
は
文
献
２
で
、「
寄
贈　

昭
和
二
十
三
年　

偕
行
社
」
と
あ
る
。
偕
行
社
は
、
帝
国
陸
軍
の
将
校
准
士
官
の
親
睦
・
互
助
学
術
研
究

の
た
め
に
日
本
全
国
に
設
立
さ
れ
た
建
物
で
、
森
鷗
外
の
「
小
倉
日
記
」
に
も
、
そ
の
名
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

　

二
十
七
日
。
午
前
偕
行
社
に
往
き
て
、
始
て
福
岡
研
究
会
に
蒞
む
。（
略
）

　

十
四
日
。
少
将
山
内
長
人
を
偕
行
社
に
宴
す
。
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九
日
。（
略
）
柴
田
を
偕
行
社
に
饗
す
。

　

十
二
日
。
井
上
中
将
以
下
の
将
校
予
を
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヰ
ツ
ツ　

Clausew
itz

の
戦
論
を
偕
行
社
に
講
ぜ
し
む
。

　

小
倉
偕
行
社
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
今
の
小
倉
城
庭
園
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

小
倉
旧
城
内
偕
行
社
前
な
る
戦
後
記
念
碑
前
の
園
地
は
紫
川
に
臨
み
土
地
高
燥
に
し
て
風
光
佳
絶
、
小
倉
の
一
勝
地
な
る
が
（
略
）

（
門
司
新
報　

明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
一
日　

主
筆　

二
階
堂
行
文
）

ま
た
、
文
献
番
号
９
に
、「
福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校　

元
校
長
河
合
正
武
様
寄
贈
」
朱
印
が
あ
る
。
河
合
正
武
氏
は
、
福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校
の
５
代
校
長
で
、
昭
和

二
十
四
年
に
就
任
し
、
昭
和
四
〇
年
に
退
職
し
て
い
る
。
文
献
番
号
２
３
に
は
、「
寄
贈　

昭
和
十
四
年
十
二
月
九
日　

市
内
足
原　

池
田
光
太
郎
氏
」
の
朱
印
が
あ
る
。
足
原
と

は
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
内
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
池
田
光
太
郎
氏
に
つ
い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
。
文
献
番
号
２
９
に
は
、「
森
鐡
蔵
氏
寄
贈
」
と
あ
る
。
画
家
と
し
て

著
名
な
森
鐡
蔵
氏
で
あ
ろ
う
か
。
画
家
の
森
鉄
蔵
は
、
八
女
郡
忠
見
村
に
生
ま
れ
、
大
正
九
年
小
倉
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
八
幡
高
等
小
学
校
に
勤
務
す
る
。
昭
和
十
年
に
若
松

尋
常
小
学
校
に
転
勤
と
な
り
、
昭
和
十
八
年
、
若
松
の
城
水
鉄
工
所
青
年
学
校
の
主
事
と
な
る
。
画
家
で
あ
り
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。（
４
）
文

献
番
号
２
９
に
は
、「
若
松
市
立
図
書
館
蔵
書
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
文
献
番
号
２
６
、３
６
、４
０
、４
１
、５
０
は
、
伊
藤
義
路
氏
に
よ
る
寄
贈
本
で
あ
る
。
文
献
５
０
に
、

「
伊
藤
蔵
書
」「
明
治
十
九
年
三
月
一
日
北
筑
那
珂
郡　

宜
春
村
舎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
藤
義
路
氏
が
筑
前
国
那
珂
郡
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
献
番
号
３
１
お
よ

び
７
０
に
は
、「
魚
住
信
房
様
寄
贈
」
の
朱
印
が
あ
る
。
魚
住
信
房
氏
に
つ
い
て
も
、
未
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
文
献
番
号
４
３
に
は
、「
寄
贈　

昭
和
十
年
十
月
十
三
日　

田
川
郡
採
銅
所　

酒
井
利
彦
氏
」
の
朱
印
が
あ
る
。
酒
井
利
彦
氏
に
つ
い
て
も
、
未
詳
で
あ
る
。
文
献
番
号

４
９
は
、「
本
田
士
郎
氏
寄
贈
」
と
あ
り
、
寄
贈
者
名
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
本
田
士
郎
氏
に
つ
い
て
も
、
未
詳
で
あ
る
。
個
人
名
で
は
な
い
が
、
文
献
番
号
５
４
に
は
、「
寄

贈　

大
正
十
一
年
十
一
月
二
五
日　

福
岡
県
教
育
会　

小
倉
教
育
支
舎
」
と
あ
る
。
文
献
番
号
５
７
に
は
、「
野
田
孝
殿
寄
贈
」
の
墨
印
が
あ
る
。
野
田
孝
氏
に
つ
い
て
も
、
未
詳

で
あ
る
。
文
献
番
号
５
９
に
は
、「
第　

号
故
剛
軒
二
階
堂
行
文
氏
遺
蔵
図
書
／
二
階
堂
行
健
氏
寄
贈　

大
正
十
一
年
十
一
月
一
日　

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
と
あ
る
。
二
階
堂

行
文
は
、
門
司
新
報
の
主
筆
を
勤
め
た
人
物
で
、
森
鷗
外
の
「
小
倉
日
記
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

二
十
九
日
。
二
階
堂
行
文
の
為
め
に
小
倉
安
国
寺
古
冢
の
記
を
草
す
。

　

二
十
日
。（
略
）
二
階
堂
行
文
文
字
石
硯
を
贈
る
。（
略
）

　

二
十
一
日
。（
略
）
午
後
二
時
奥
平
の
葬
を
送
る
。
六
時
送
別
会
に
三
木
亭
に
赴
く
。
発
起
人
六
人
。
□
杉
山
貞
、
□
二
階
堂
行
文
、
□
戸
上
駒
之
助
、
□
柴
田
董
之
、
□
麻

　
　
　

生
作
男
、
□
椋
梨
義
暲
。（
略
）

文
献
番
号
７
４
に
は
、「
寄
贈　

昭
和
２
６
年
６
月
９
日
門
司
市　

香
坂
ユ
ミ
代
」
の
朱
印
が
あ
る
が
、
香
坂
ユ
ミ
代
氏
に
つ
い
て
も
、
朱
印
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
門
司
市
に
住

ま
れ
た
人
物
と
い
う
情
報
の
他
は
、
未
詳
で
あ
る
。

そ
の
他
の
印
と
し
て
は
、
文
献
番
号
４
、５
、６
、１
６
、２
０
、３
０
に
、「
門
司
商
工
学
校
自
彊
會
印
」
が
見
ら
れ
る
。
門
司
商
工
学
校
は
、『
門
司
市
史
』（
５
）
に
よ
れ
ば
、
明

治
３
９
年
に
設
置
さ
れ
た
門
司
商
業
補
習
学
校
を
、
昭
和
６
年
３
月
に
門
司
商
工
学
校
と
改
称
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、「
門
司
商
工
学
校
自
彊
會
印
」
が
押
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
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は
、「
吉
田
貞
次
郎
」「
吉
田
正
次
」「
吉
田
喜
三
郎
」
の
墨
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
文
献
番
号
１
４
に
は
、「
思
永
館
」
の
朱
印
が
あ
る
。
思

永
館
は
、
小
倉
藩
の
藩
校
で
あ
る
。
文
献
番
号
２
２
に
は
、「
寄
贈　

大
正
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日　

福
岡
県
教
育
舎　

小
倉
教
育
文
舎
」
の
印
が
あ
る
。
文
献
番
号
３
４
に
は
、

「
門
司
市
門
司
国
民
学
校
」「
門
司
高
等
小
学
校
之
印
」
印
が
あ
る
。
文
献
番
号
４
０
に
は
、「
明
倫
館
蔵
」
印
が
あ
る
。
明
倫
館
は
、
長
州
藩
の
藩
校
で
あ
る
。
文
献
番
号
４
６
に

は
、「
八
幡
市
立
図
書
館
之
印
」
印
が
あ
る
。
文
献
番
号
５
５
、５
６
、７
１
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鹿
門
林
氏
書
庫
」
印
が
あ
る
。
北
九
州
市
立
八
幡
図
書
館
に
も
「
鹿
門
林
氏
書
庫
」

印
の
文
献
が
あ
る
よ
う
で
、
同
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、「『
遠
賀
郡
誌
』
や
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
の
編
纂
に
も
携
わ
っ
た
林
次
敏
氏
の
蔵
書
」
と
さ
れ
る
。
文
献

番
号
６
１
の
「<
英　

書
林　

森
江
英
二
」
印
は
、
東
京
本
郷
の
森
江
英
二
書
店
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
文
献
番
号
２
４
の
印
「
福
本
道
勝
」、
文
献
番
号
３
２

と
３
３
の
印
「
越
智
氏
蔵
書
」、
文
献
番
号
４
４
、６
８
、７
５
の
印
「
赤
松
貫
一
郎
蔵
書
之
印
」、
文
献
番
号
５
３
の
印
「
中
原
蔵
書
」、
文
献
番
号
６
７
の
印
「
末
松
保
幸　

文
庫
」

に
つ
い
て
は
全
て
未
詳
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
央
図
書
館
の
角
筆
文
献
は
、
様
々
な
人
物
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
文
献
群
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
由
来
を
、
印
や
墨
書
で
確
か
め
る
と
、
明
治
期
に
は
北
九
州
の

地
に
在
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
由
来
の
は
っ
き
り
し
な
い
文
献
も
確
か
に
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
文
献
の
扱
い
を
慎
重
に
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
、
江
戸
時
代

後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
の
豊
前
と
筑
前
境
界
域
の
方
言
を
知
る
う
え
で
有
効
な
資
料
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
墨
書
も
散
見
さ
れ
る
。
人
物
名
が
複
数
記
さ
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
未
詳
で
あ
る
。

惜
し
む
ら
く
は
、
角
筆
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
こ
で
書
き
入
れ
た
か
と
い
う
詳
細
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
詳
細
に
は
特
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
豊
前
と
筑
前
境
界
域
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。

以
下
に
、
今
回
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
角
筆
文
献
の
一
覧
を
示
す
。

（
１
）
正
文
易
経　

一
冊　

	

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
６
・
５
横
１
８
・
５　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り

（
２
）
新
刻
校
正
易
経　

道
春
点　

乾
坤　

二
冊　

	

江
戸
時
代
後
期
版
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
８　

（
３
）
校
正
音
注　

易
経　

再
刻
後
藤
点　

乾
坤　

二
冊

	

江
戸
時
代
天
保
頃
板　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０

（
４
）
校
定
音
訓　

易
経　

上
下　

二
冊

	

江
戸
時
代
文
化
頃
板
（
文
化
十
年
序
あ
り
）　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０

（
５
）
校
定
音
訓　

書
経　

改
点　

上
下　

二
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０
「
門
司
商
工
学
校
自
彊
會
印
」
朱
印
あ
り

（
６
）
校
定
音
訓　

詩
経　

上
下　

二
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０

（
７
）
改
訂
音
訓　

詩
経　

明
倫
館
定
点　

二
冊

	

江
戸
時
代
後
期
版
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り

（
８
）
毛
詩　

一
冊
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江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
３
横
１
８
・
０

（
９
）
礼
記　

四
冊

	

江
戸
時
代
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
５　

青
表
紙　
「
福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校　

元
校
長
河
合
正
武
様
寄
贈
」
朱
印
あ
り

（
１
０
）
礼
記　

上
下　

二
冊

	
江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
５　

緑
表
紙　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
印
あ
り

（
１
１
）
礼
記
白
文　

乾
坤　

二
冊

江
戸
時
代
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
５　

薄
茶
表
紙　
「
第
六
十
四
号
壱　

故
紫
水
安
廣
亥
三
郎
氏　

遺
於
図
書
百
三
十
四
部　

安

廣
寶
六
氏
守
贈　

昭
和
四
年
七
月
十
五
日　

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
朱
印
あ
り

（
１
２
）
改
訂
音
訓　

礼
記　

明
倫
館
定
点　

四
冊

	

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
２　

茶
表
紙　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
印
あ
り

（
１
３
）
春
秋
左
氏
伝
校
本　

十
五
冊

	

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
横
１
９
・
０　

黄
表
紙　

（
１
４
）
左
氏
伝　

二
十
九　

三
十　

一
冊

	

江
戸
時
代
前
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
７
横
１
７
・
５　
「
思
永
館
」
朱
印
あ
り

（
１
５
）
改
訂
音
訓　

春
秋　

明
倫
館
定
点　

一
冊

	

明
治
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
７
横
１
８
・
２　

茶
表
紙　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り　
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
印
あ
り

（
１
６
）
校
定
音
訓　

春
秋　

一
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
５　
「
門
司
商
工
学
校
自
彊
會
印
」
朱
印
あ
り

（
１
７
）
孝
経
大
義　

一
冊

	

江
戸
時
代
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
７
・
０
横
１
９
・
０　

（
１
８
）
御
註
孝
経　

全　

一
冊

江
戸
時
代
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
版　

袋
綴
装　

縦
２
７
・
０
横
１
９
・
０　

外
題
ナ
シ
（
題
簽
剥
落
）　
「
第
五
十
四
号　

故
紫
水
安
廣
亥
三
郎
氏　

遣
蔵
図
書

百
三
十
四
部　

安
廣
寶
六
氏
寄
贈　

昭
和
四
年
七
月
十
五
日　

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
印
あ
り

（
１
９
）
中
庸
章
句　

一
冊

	

江
戸
時
代
前
期
板　

袋
綴
装　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
５　

（
２
０
）
中
庸　

再
刻
後
藤
点　

全　

一
冊

	

明
治
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
０
横
１
７
・
５　
　

題
簽
破
損　

茶
表
紙　
「
蔵
本
道
勝
」
印
あ
り　
「
門
司
商
工
学
校
自
彊
會
印
」
あ
り　

（
２
１
）
新
刻
校
正　

中
庸　

全　

一
冊

	

明
治
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
７
・
５　
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
印
あ
り
「
菊
池
」
朱
印
あ
り

（
２
２
）
新
刻
校
正　

中
庸　

全　

一
冊

明
治
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
５
横
１
７
・
５　
「
小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
朱
印
あ
り　
「
寄
贈　

大
正
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日　

福
岡
県
教
育
舎　

小
倉
教
育
文
舎
」
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朱
印
あ
り

（
２
３
）
新
刻
改
正　

論
語　

再
刻
後
藤
点　

四
冊

	

明
治
板　

袋
綴
装　

縦
２
５
・
５
横
１
７
・
５　
「
寄
贈　

昭
和
十
四
年
十
二
月
九
日　

市
内
足
原　

池
田
光
太
郎
氏
」
印
あ
り

（
２
４
）
新
刻
改
正　

論
語　

再
刻
後
藤
点　

三
冊

	
明
治
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
４
・
５
横
１
７
・
８　
「
門
司
商
工
学
校
自
彊
会
印
」
あ
り　
「
福
本
道
勝
」
印
あ
り

（
２
５
）
新
刻
校
正　

論
語　

二
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
７
・
５　

墨
書
あ
り　
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
印
あ
り　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り

（
２
６
）
明
治
新
刻　

論
語　
　

後
藤
点　

四
冊
ｋ

	

明
治
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
４
・
３
横
１
７
・
８　
「
明
治
二
三
年　

伊
藤
義
路
氏
」
印
あ
り　
「
高
橋
」
朱
印
あ
り

（
２
７
）
文
化
再
刻　

孟
子　

道
春
点　

三
冊

	

江
戸
時
代
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
７
・
８　

（
２
８
）
論
語　

一
冊

	

江
戸
時
代
中
期
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
９
・
２
横
６
・
５

（
２
９
）
新
刻
校
正　

孟
子　

後
藤
点　

二
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
７
横
１
７
・
５　
「
森
鉄
蔵
氏
寄
贈
」
印
あ
り　
「
若
松
市
立
図
書
館
蔵
書
」
朱
印
あ
り

（
３
０
）
新
刻
改
正　

孟
子　

再
刻
後
藤
点　

四
冊

	

江
戸
時
代
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
０
横
７
・
５　
「
門
司
商
工
学
校
自
彊
會
印
」
印
あ
り

（
３
１
）
孟
子　

一
冊

	

江
戸
時
代
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
・
８
横
１
９
・
５　
「
魚
住
信
房
様
寄
贈
」
朱
印
あ
り　

（
３
２
）
天
保
校
正
孟
子　

道
春
点　

一
冊

	

江
戸
時
代
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
０
横
１
８
・
０　
「
越
智
氏
蔵
書
」
印
あ
り　

（
３
３
）
孟
子　

三
冊

	

明
治
板　

袋
綴
装　

白
表
紙　

縦
２
９
・
８
横
１
９
・
８　
「
越
智
氏
蔵
書
」
印
あ
り　

（
３
４
）
明
治
新
刻　

孟
子　

後
藤
点　

四
冊

明
治
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
４
・
６
横
１
７
・
８　
「
門
司
市
門
司
国
民
学
校
」
印
あ
り　
「
理
倫　

明
治
十
五
年
六
月　

第
二
号
門
司
高
等
小
学
校
」
印
あ
り
「
明

治
卅
五
年
五
月
十
日
交
付
門
司
市
役
所
」
印
あ
り　
「
門
司
高
等
小
学
校
之
印
」
印
あ
り

（
３
５
）
孟
子　

四
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
８
・
６
横
６
・
５　
「
菊
池
」
印
あ
り

（
３
６
）
新
版
考
正　

史
記
評
林　

十
八
冊

	

江
戸
時
代
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
版　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
６
・
８
横
１
７
・
８　
「
寄
贈　

昭
和
２
３
年　

伊
藤
義
路　

氏
」
印
あ
り

（
３
７
）
校
正
再
校　

史
記
評
林　

二
十
四
冊

（36）
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江
戸
時
代
天
明
九
（
一
七
八
九
）
年
版　

袋
綴
装　

白
表
紙　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
５　
「
寄
贈　

昭
和
二
三
年　

二
階
堂
剛
健　

氏
」
印
あ
り

（
３
８
）
史
記
評
林　

一
冊

	

江
戸
時
代
後
期
版　

袋
綴
装　

緑
表
紙　

縦
２
５
・
８
横
１
８
・
５　

緑
表
紙　

（
３
９
）
歴
史
綱
鑑
補　

二
十
四
冊

	
江
戸
時
代
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
版　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
６
・
５
横
１
８
・
８　
　

（
４
０
）
国
語　

校
正　

三
冊

	

江
戸
時
代
後
期
版　

袋
綴
装　

白
表
紙　

縦
２
６
・
８
横
１
７
・
８　
　
「
寄
贈　

伊
藤
義
路
氏
」「
明
倫
館
蔵
」
朱
印
あ
り　
　

（
４
１
）
元
明
略
史　

一
冊

	

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
版　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
１
８
・
５
横
１
２
・
９　
「
寄
贈　

伊
藤
義
路
氏
」
朱
印
あ
り　
　

（
４
２
）
箋
註
十
八
史
略
校
本　

近
藤
元
粋
註
釈　

七
冊

	

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
板　

袋
綴
装　

黄
表
紙　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
４　

（
４
３
）
箋
註
十
八
史
略
校
本　

六
冊

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
板　

袋
綴
装　

黄
表
紙　

縦
２
５
・
８
横
１
８
・
５　
「
小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」「
寄
贈　

昭
和
十
年
十
月
十
三
日　

田
川
郡
採
銅
所　

酒
井

利
彦
氏
」
印
あ
り

（
４
４
）
標
纂
十
八
史
略
校
本　

八
冊

	

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
板　

袋
綴
装　

黄
表
紙　

縦
２
２
・
５
横
１
５
・
５　
「
赤
松
貫
一
郎
蔵
書
之
印
」
朱
印
あ
り　

（
４
５
）
標
記
増
補　

十
八
史
略　

七
冊

	

江
戸
時
代
元
治
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
６
・
０
横
１
７
・
９　
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
朱
印
あ
り　

（
４
６
）
小
学
句
読　

一
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０　
「
八
幡
市
立
図
書
館
之
印
」
朱
印
あ
り　

（
４
７
）
文
子
訓
点
小
学
句
読　

内
篇
外
篇　

六
冊

江
戸
時
代
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
版　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
×
横
１
８
・
０　
「
第
百
四
号
壱　

故
紫
水
安
廣
亥
三
郎
氏
遺
蔵
図
書
百
三
十
四
部　

安
廣
寶

六
氏
寄
贈　

昭
和
四
年
七
月
十
五
日　

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
朱
印
あ
り　

（
４
８
）
小
学
句
読　

内
篇
校
正　

外
篇
校
正　

四
冊

	

江
戸
時
代
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
版　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り　
「
久
野
梅
次
殿
寄
贈
」
墨
印
あ
り

（
４
９
）
改
正
小
学
句
読　

四
冊

	

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
版　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
５
・
０　
　
「
本
田
士
郎
氏
寄
贈
」
朱
印
あ
り

（
５
０
）
新
刻
改
正
小
学　

後
藤
点　

四
冊

	

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
版　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
２
・
０
横
１
３
・
５　
「
寄
贈　

昭
和
二
十
三
年　

伊
藤
義
路
氏
」
印
あ
り　
「
伊
藤
」
朱
印
あ
り

（
５
１
）
小
学
句
読　

三
冊

	

江
戸
時
代
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
版　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
５
×
０
横
１
７
・
５

（37）
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（
５
２
）
荀
子
全
書　

十
冊

	

江
戸
時
代
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
×
０
×
横
１
８
・
０

（
５
３
）
校
訂
忠
経
集
註　

五
十
川
左
武
郎　

校
訂
増
註　

一
冊

	
明
治
十
五
（
一
八
八
八
二
）
年
板　

袋
綴
装　

黄
表
紙　

縦
１
６
・
２
横
１
８
・
２　
「
中
原
蔵
書
」
朱
印
あ
り

（
５
４
）
校
訂
女
四
書　

四
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
６
・
０
横
１
７
・
８　
「
寄
贈　

大
正
十
一
年
十
一
月
二
五
日　

福
岡
県
教
育
会　

小
倉
教
育
支
舎
」
朱
印
あ
り

（
５
５
）
七
書　

一
冊

	

江
戸
時
代
初
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
７
・
５
横
１
８
・
５　
「
鹿
門
林
氏
書
庫
」
朱
印
あ
り

（
５
６
）
七
書　

一
冊

	

江
戸
時
代
初
期
板　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
７
・
５
横
１
８
・
５　
「
鹿
門
林
氏
書
庫
」
朱
印
あ
り

（
５
７
）
重
刻
内
閣
秘
伝
字
府　

三
冊

	

江
戸
時
代
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
・
５
横
１
８
・
５　

墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り　
「
野
田
孝
殿
寄
贈
」
墨
印
あ
り　
　

（
５
８
）
箋
注
蒙
求　

三
冊

	

江
戸
時
代
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
２
横
１
７
・
８　
「
久
野
梅
次
郎
寄
贈
」
墨
印
あ
り　
「
菊
池
」
朱
印
あ
り　
　

（
５
９
）
箋
注
蒙
求
校
本　

反
刻　

三
冊

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
版　

袋
綴
装　

紺
表
紙　

縦
２
５
・
４
横
１
７
・
８　
「
第
四
十
六
号
壱　

故
紫
水
安
廣
亥
三
郎
遺
蔵
図
書
百
三
十
四
部　

安
廣
寶
六
氏
寄
贈

昭
和
四
年
七
月
十
五
日　

小
倉
市
立
記
念
図
書
館
」
朱
印
あ
り

（
６
０
）
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求　

七
冊

	

江
戸
時
代
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版　

袋
綴
装　

白
表
紙　

縦
２
８
・
０
横
２
０
・
０　
「
寄
贈　

昭
和
二
三
年　

月　

日　

伊
藤
義
路
氏
」
印
あ
り

（
６
１
）
華
厳
経
指
帰　

一
冊

	

明
治
版　

袋
綴
装　

紺
表
紙　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
５　

朱
書
あ
り
「<

英　

書
林　

森
江
英
二
」
印
あ
り　
　

（
６
２
）
重
開
僧
史
略　

二
冊

	

江
戸
時
代
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
版　

袋
綴
装　

白
表
紙　

縦
２
７
・
５
横
１
９
・
５　

朱
書
あ
り

（
６
３
）
元
版
楞
厳
会
解　

五
冊

	

江
戸
時
代
後
期
版　

袋
綴
装　

白
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
６
・
０　

朱
書
あ
り

（
６
４
）
評
苑
改
正　

文
選
旁
訓
大
全　

八
冊

	

江
戸
時
代
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
版　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
７
・
０
横
１
８
・
５　

墨
書
朱
書
あ
り

（
６
５
）
羅
山
訓
点　

三
体
詩　

三
冊

	

江
戸
時
代
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
版　

袋
綴
装　

茶
表
紙　

縦
２
７
・
０
横
１
８
・
５　

墨
書
・
朱
書
あ
り　
「
明
治
二
三
年　

伊
藤
義
路
氏
」　

印
あ
り　
　
　
　

（
６
６
）
重
校
正
唐
賢
三
体
詩　

三
冊

江
戸
時
代
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
・
２
横
１
８
・
５　
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墨
書
・
朱
書
あ
り　
「
二
階
堂
氏
図
書
」
印
あ
り　
「
大　

号
故
剛
軒
二
階
堂
行
文
氏
遺
蔵
図
書
／
二
階
堂
行
健
氏
寄
贈　

大
正
十
一
年
十
一
月
一
日　

小
倉
市
立
記
念
図

書
館
」
印
あ
り

（
６
７
）
羅
山
訓
点　

三
体
詩　

一
冊

	
明
治
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
・
３
横
１
９
・
３　

墨
書
あ
り　
「
末
松
保
幸　

文
庫
」
朱
印
あ
り

（
６
８
）
頼
山
陽　

増
評
八
大
家
文
読
本　

十
四
冊

	

明
治
十
二
年
（
一
八
八
一
）
板　

袋
綴
装　

紫
表
紙　

縦
２
２
・
５
横
１
４
・
８　

墨
書
な
し　
「
末
松
貫
一
郎
蔵
書
之
印
」
あ
り

（
６
９
）
安
政
新
刻　

古
文
真
宝
後
集　

二
冊

	

江
戸
時
代
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
６
・
０
横
１
８
・
０

（
７
０
）
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集　

上　

一
冊

	

江
戸
時
代
後
期
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
５　

墨
書
な
し
「
魚
住
信
房
様
寄
贈
」
印
あ
り　

（
７
１
）
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集　

二
冊

	

江
戸
時
代
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
・
５
横
１
８
・
０　

墨
書
・
朱
書
。
白
書
あ
り　
「
鹿
門
林
氏
書
庫
」
朱
印
あ
り

（
７
２
）
新
板
校
正　

古
文
真
宝　

上
下　

二
冊

	

江
戸
時
代
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
５
・
５
横
１
８
・
０　

墨
書
な
し

（
７
３
）
新
増
評
註
古
文
真
宝　

三
冊

	

江
戸
時
代
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
板　

袋
綴
装　

青
表
紙　

縦
２
７
・
０
横
１
９
・
５　

墨
書
朱
書
あ
り

（
７
４
）
評
本
正
文
章
規
範　

頼
山
陽
先
生
講
義　

牧
百
蜂
先
生
筆
記　

一
冊

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
六
）
板　

袋
綴
装　

朱
表
紙　

縦
２
２
・
０
横
１
５
・
０　

墨
書
な
し　
「
寄
贈　

昭
和
２
６
年
６
月
９
日
門
司
市　

香
坂
ユ
ミ
代
」「
小
倉
市
立

図
書
館
」
朱
印
あ
り

（
７
５
）
増
補
正
文
章
規
範
評
林　

三
冊

	

明
治
板　

袋
綴
装　

黄
表
紙　

縦
２
６
・
５
横
１
８
・
８　

朱
書
な
し　
「
末
松
貫
一
郎
蔵
書
之
印
」
朱
印
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
表
紙
や
表
紙
見
返
し
の
墨
の
書
き
入
れ
や
刊
記
等
の
記
述
を
略
す
）

二　

角
筆
の
書
き
入
れ
に
み
ら
れ
る
音
韻
事
象

　

本
節
で
は
、
今
回
確
認
さ
れ
た
角
筆
文
献
の
角
筆
の
書
き
入
れ
に
基
づ
き
、
特
に
日
本
語
の
音
韻
的
事
象
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
母
音
交
替
例
と
し
て
、
次
の
例
が
見
ら
れ
る
。

（
１
）	

母
音
交
替

（
ア
）
[ａ]
と
[ｏ]
の
交
替

（39）
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<

[ａ]
が
[ｏ]
に
替
わ
っ
た
例>

１　
「
ヲ
（
フ
）」（『
逢
』）（
６
４　

文
選　

巻
六　

２
３
丁
裏
５
行
目
）

２　
「
ヲ
フ
」（『
逢
』）（
６
５　

三
体
詩　

上　

２
１
丁
表
４
行
目
）

　

右
の
例
は
、「
逢
」
の
訓
で
あ
る
「
ア
フ
」
を
「
ヲ
フ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
文
末
の
「
逢
」
で
あ
り
、
文
中
で
「
テ
」
に
続
く
連
用
形
の
音
便
で
は
な
い
。

<

[ｏ]
が
[ａ]
に
替
わ
っ
た
例>

３　
「
ト
ト
ナ
ウ
」（『
斎
』　

墨
書
『
ト
ヽ
ノ
フ
』）（
５　

書
経　

３
丁
表
３
行
目
上
）

４　
「
カ
（
ヒ
）」（『
恋
ヒ
』）（
６
４　

文
選　

巻
八　

１
９
丁
裏
１
０
行
目
）

　

３
は
、「
ト
ト
ノ
ウ
」
を
「
ト
ト
ナ
ウ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。
４
は
、「
コ
ヒ
」
を
「
カ
ヒ
」
の
よ
う
に
オ
段
音
を
ア
段
音
と
し
た
例
で
あ
る
。

（
イ
）
[ａ]
と
[ｅ]
の
交
替

５　
「
ヘ
イ
」（『
右
倍
』）（
４
３　

箋
註
十
八
史
略　

巻
二　

２
３
丁
表
６
行
目　

上
欄
外
）

　

５
の
例
は
、「
バ
イ
」
を
「
ベ
イ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
九
州
の
広
域
で
、
[ａ]
と
[ｅ]
の
交
替
が
見
ら
れ
る
。

（
ウ
）
[ｉ]
と
[ｏ]
の
交
替

６
「
ロ
」（『
黄-

裏
』）（
１
０　

礼
記　

２
９
丁
表
６
行
目
）

６
は
、「
裏
」
の
音
は
「
リ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
角
筆
で
は
「
ロ
」
と
し
て
い
る
。「
黄
」
の
韻
尾
の
音
[ｏ：]
に
ひ
か
れ
て
オ
段
に
し
た
も
の
か
。

（
エ
）
[ｏ]
と
[ｕ]
の
交
替

７　
　
「
ブ
ク
」『
墨
』（
５
５　

七
書　

巻
下　

７
丁
表
２
行
目
）

　

７
は
、「
墨
」
の
音
の
「
ボ
ク
」
を
「
ブ
ク
」
に
し
た
例
で
あ
る
。

以
上
、
母
音
交
替
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
中
国
地
方
の
角
筆
文
献
と
比
べ
て
、
特
に
異
な
る
母
音
交
替
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

（40）
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（
２
）
子
音
の
交
替

８　
「
コ
キ
」（『
簠-

簋
』）（
１
７　

孝
経　

４
５
丁
表
２
）
ホ
キ

８
は
、子
音
ｈ
と
ｋ
の
交
替
例
で
あ
る
。
ｈ
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
、現
在
の
発
音
の
よ
う
な
声
門
音
に
近
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ｋ
は
軟
口
蓋
音
で
あ
る
。
調
音
点
は
、

完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
い
と
は
い
え
る
。
発
声
法
は
い
ず
れ
も
破
裂
音
で
、
交
替
可
能
な
子
音
で
あ
る
。
な
お
、
ｈ
と
ｋ
の
交
替
例
も
、
中
国
地
方
の
角
筆
文

献
に
見
ら
れ
る
。

（
３
）
開
合
の
区
別

開
合
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
開
合
が
守
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
一
方
で
、
開
音
を
合
音
に
し
た
例
や
、
合
音
を
開
音
に
し
た
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

状
況
を
、
開
合
の
乱
れ
に
よ
っ
て
表
記
が
混
乱
し
て
い
る
と
み
る
か
、
発
音
を
反
映
し
て
表
記
し
た
と
み
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
、
口

頭
語
を
反
映
し
や
す
い
角
筆
の
性
質
か
ら
し
て
、
発
音
を
反
映
し
た
表
記
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
母
音
交
替
例
で
も
、
[ａ]
か
ら
[ｏ]
の
交
替
に
対
し
て
、
逆
に
[ｏ]

か
ら
[ａ]
へ
の
交
替
例
が
存
す
る
。
開
音
が
合
音
に
な
る
現
象
は
、
音
韻
史
上
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
が
、
明
治
に
な
っ
て
も
開
音
を
残
し
た
地
域
も
あ
り
、
開
音
と
合
音
の
交
替

は
日
本
全
国
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
開
合
の
発
音
に
つ
い
て
は
、
[ａ]
を
[ｏ]
と
発
音
す
る
変
化
は
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
逆
に
[ｏ]
を

[ａ]
と
発
音
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
。

【
合
音
を
開
音
に
し
た
例
】（
こ
こ
で
は
全
１
５
例
の
う
ち
２
例
を
挙
げ
る
）

９　
「
リ
ヤ
ウ
」（『
陵
』）（
６
４　

文
選　

３
丁
表
４
行
目
）

１
０　
「
ヒ
ヤ
ウ
」（『
場
苗
』）（
６
４　

文
選　

巻
六　

１
３
丁
裏
７
行
目
）

以
上
の
例
は
、
合
音
を
開
音
に
し
た
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
９
は
、「
リ
ヨ
ウ
」
と
い
う
合
音
で
あ
る
「
陵
」
の
音
を
、「
リ
ヤ
ウ
」
と
い
う
開
音
に
し
た
例
で
あ
る
。

【
開
音
を
合
音
に
し
た
例
】（
全
２
１
例
の
う
ち
２
例
を
挙
げ
る
）

１
１　
「
コ
ウ
」（『
夾
鍾
』）（
１
２　

礼
記　

２
丁
裏
７
行
目
）、

１
２　
「
コ
ウ
」（『
東
膠
』（
１
２　

礼
記　

７
１
丁
表
４
行
目
））

　

以
上
の
例
は
、
開
音
を
合
音
に
し
た
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
１
１
は
、「
カ
ウ
」
と
い
う
開
音
で
あ
る
「
夾
」
の
音
を
、「
コ
ウ
」
と
い
う
合
音
に
し
た
例
で
あ
る
。

以
上
、
用
例
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
本
来
の
開
合
を
保
っ
た
例
と
、
本
来
の
開
合
と
は
異
な
る
例
と
が
見
ら
れ
る
。
合
音
を
開
音
に
し
た
例
は
、
全
て
拗
長
音
で
あ
る
と
い
う
共
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通
点
が
あ
る
。（
こ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
例
も
す
べ
て
拗
長
音
を
開
音
に
し
て
い
る
。）
こ
れ
に
対
し
て
、
開
音
を
合
音
に
し
た
例
に
は
、
拗
長
音
の
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

拗
音
は
開
音
に
発
音
さ
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
合
音
を
開
音
に
す
る
現
象
は
、
今
回
の
北
九
州
の
角
筆
の
み
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
地
方
の
角
筆
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。

（
４
）
合
拗
音
の
直
音
表
記

　
合
拗
音
に
つ
い
て
は
、ほ
ぼ
保
た
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
合
拗
音
を
、も
と
の
と
お
り
合
拗
音
で
記
し
た
例
が
、７
例
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、合
拗
音
を
直
音
で
記
し
た
例
は
、

次
の
一
例
で
あ
る
。

１
３　
「
カ
」（
白
『
華
』）（
６　

詩
経　

４
０
丁
表
３
行
目
）

１
３
の
例
は
、「
華
」
の
音
「
ク
ワ
」
を
「
カ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
例
で
、
直
音
表
記
さ
れ
て
い
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
文
献
６
の
角
筆
の
書
き
入

れ
ら
れ
た
時
代
や
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。

（
５
）
オ
段
拗
長
音
の
イ
段
＋
ウ
表
記

オ
段
拗
長
音
を
「
イ
段
＋
ウ
」
で
発
音
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
日
葡
辞
書
に
下
の
地
方
の
言
い
方
と
し
て
記
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
豊
前
、
筑
前
地
方
に
お
い
て
も
、

中
世
末
、
オ
段
拗
長
音
を
「
イ
段
＋
ウ
」
で
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
も
、
こ
の
よ
う
な
発
音
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
次

の
例
か
ら
分
か
る
。

１
４　
「
ス
イ
ビ
ウ
」（『
衰
病
』）（
６
６　

三
体
詩　

上
３
６
丁
裏
７
行
目
）

１
４
の
例
は
、「
ス
イ
ビ
ヨ
ウ
」
を
「
ス
イ
ビ
ウ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。
な
お
、オ
段
拗
長
音
の
イ
段+

ウ
表
記
に
つ
い
て
は
、小
林
（1992

）（
６
）
に
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。『
日

本
言
語
地
図
』
に
よ
れ
ば
、「
今
日
」
を
「
キ
ュ
ー
」
と
発
音
す
る
の
は
、
福
岡
県
を
除
く
九
州
全
般
で
あ
る
が
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
、
な
お
、
福
岡
県
の
現
在
の

北
九
州
地
方
で
も
、
オ
段
拗
長
音
の
イ
段+

ウ
と
発
音
す
る
現
象
が
認
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
６
）
ウ
段
拗
音
「
ジ
ユ
」
の
直
音
化

ウ
段
拗
音
の
直
音
化
の
例
が
、
一
例
見
ら
れ
る
。

１
５　
「
ジ
ン
ギ
」（『
準
擬
』）（
６
６　

三
体
詩　

上
５
５
丁
裏
９
行
目
）

　
１
５
の
例
は
、「
ジ
ユ
ン
ギ
」
を
「
ジ
ン
ギ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。
ウ
段
拗
音
の
直
音
化
の
例
は
、
中
国
地
方
の
角
筆
文
献
に
も
多
く
み
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

（42）



− 92 − − 93 −

北九州市立中央図書館蔵の角筆文献（柚木靖史）

（
７
）
直
音
「
シ
」
の
拗
音
化

１
６　
「
シ
ユ
ン
シ
ヤ
ク
」（『
斟
酌
』）（
６
４　

文
選　

６
丁
裏
９
行
目
）

１
６
の
例
の
よ
う
に
、「
シ
」
を
「
シ
ユ
」
と
拗
音
に
す
る
例
は
、
中
国
地
方
の
角
筆
文
献
に
は
、
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。
直
音
を
拗
音
に
発
音
す
る
現
象
は
、
現
在
の
九
州

方
言
に
広
く
み
ら
れ
る
。
１
６
の
例
は
、
現
在
の
九
州
方
言
と
合
致
す
る
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
例
の
み
で
あ
り
、
文
献
６
４
も
、
そ
の
由
来
が
未
詳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
シ
ン
」

を
「
シ
ユ
ン
」
と
し
た
例
が
、
豊
前
、
筑
前
の
方
言
を
表
す
例
と
特
定
で
き
る
か
ど
う
か
、
な
お
、
注
意
す
る
必
要
も
あ
る
。

（
８
）
短
音
の
長
音
化

　
　短

音
の
長
音
化
の
例
が
、
一
例
見
ら
れ
る
。

１
７　
「
上
ソ
ウ
」（『
除
趨
』）（
９　

礼
記　

９
表
７
行
目
）

１
７
の
例
は
、「
ジ
ヨ
ソ
ウ
」を「
上
」の
類
音
字
を
使
っ
て「
ジ
ヨ
ウ
ソ
ウ
」と
記
し
て
い
る
。
こ
の
短
音
の
長
音
化
の
例
は
、中
国
地
方
の
角
筆
文
献
に
多
く
見
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

（
９
）
長
音
の
短
呼

長
音
の
短
呼
の
例
は
、
次
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。（
四
例
の
う
ち
二
例
を
示
す
）

１
８　
「
ベ
ン
キ
ヨ
」（『
勉
強
』　
『
ベ
ン
キ
ヨ
ウ
』
朱
書
）（
１
９　

中
庸　

２
３
丁
表
１
）

１
９　
「
ホ
サ
ン
」（『
褒
讃
』）（
６
４　

文
選　

２
丁
表
３
行
目
）

１
８
の
例
は
、「
ベ
ン
キ
ヨ
ウ
」
を
「
ベ
ン
キ
ヨ
」
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
来
は
、「
ベ
ン
キ
ヤ
ウ
」
と
開
音
で
あ
る
。
す
べ
て
オ
段
長
音
の
短
呼
例
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
、
長
音
の
短
呼
の
例
は
、
中
国
地
方
の
角
筆
文
献
に
も
多
く
見
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

（
１
０
）
四
つ
仮
名
の
乱
れ

い
わ
ゆ
る
「
ジ
」「
ズ
」
と
「
ヂ
」「
ヅ
」
の
乱
れ
た
現
象
も
見
ら
れ
る
。

２
０　
「
上
ソ
ウ
」（『
除
趨
』）（
９　

礼
記　

９
表
７
行
目
）

２
１　
「
マ
ユ
ツ
ミ
」（『
黛
』（
６
５　

三
体
詩　

中
４
丁
裏
６
）
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２
０
は
、「
ヂ
ヨ
ソ
ウ
」
を
類
音
字
「
上
」
を
使
っ
て
「
ジ
ヨ
ウ
ソ
ウ
」
と
記
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
２
１
は
、「
マ
ユ
ズ
ミ
」
を
「
マ
ユ
ヅ
ミ
」
に
し
た
例
で
、

ザ
行
を
ダ
行
に
し
た
例
で
あ
る
。
四
つ
仮
名
の
発
音
の
混
乱
状
態
に
よ
っ
て
表
記
が
乱
れ
た
も
の
か
、
実
際
に
「
マ
ユ
ヅ
ミ
」
と
発
音
さ
れ
た
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
次
の
よ

う
に
、「
ヅ
」
を
「
ズ
」
に
し
た
例
も
あ
る
の
で
、
四
つ
仮
名
の
発
音
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
表
記
が
乱
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

２
２　
「
ワ
ズ
カ
ニ
」（『
纔
ニ
』）（
６
６　

三
体
詩　

上
４
４
丁
表
１
行
目
）

な
お
、
明
治
３
８
年
発
行
、
国
語
調
査
委
員
会
編
の
音
韻
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
四
つ
仮
名
の
質
問
に
関
し
て
、
福
岡
県
の
四
つ
仮
名
の
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

〇
第
廿
四
条　

ji

（
ジ
）
とdji

（
ヂ
）
ト
（
各
拗
音
ヲ
モ
含
ム
）
ノ
区
別
ア
ル
カ
。

●
区
別
ナ
ク
何
レ
モ
「
ジ
」
ト
発
音
ス
ル
ガ
普
通
ナ
リ
。（
久
留
米
市
ヲ
中
心
ト
シ
タ
ル
筑
後
地
方
、
久
留
米
市
、
御
井
郡
、
三
瀦
郡
、
浮
羽
郡
、
八
女
郡
）
ニ
ア
リ
テ
ハ
明
ラ

カ
ニ
区
別
ス
）

〇
第
廿
五
条　
「
ジ
」
と
「
ヂ
」
ト
ヲ
区
別
ス
ル
地
方
ニ
於
テ
、
本
来
ノ
「
ジ
」
ヲ
「
ジ
」
ト
発
音
ス
ル
例
、
又
ハ
本
来
ノ
「
ヂ
」
ヲ
「
ジ
」
ト
発
音
ス
ル
例
ア
ル
カ
。

●
稀
ニ
「
フ
ジ
サ
ン
」（
富
士
山
）
ヲ
「
フ
ヂ
サ
ン
」、「
カ
ウ
ヂ
」（
小
路
）
ヲ
「
カ
ウ
ジ
」、「
カ
ウ
ヂ
」（
麹
）
ヲ
「
カ
ウ
ジ
」、「
ク
ヂ
ラ
」（
鯨
）
ヲ
「
ク

ジ
ラ
」
ト
イ
フ
コ
ト
ア
レ
ド
概
シ
テ
「
ジ
」「
ヂ
」（
各
拗
音
ヲ
モ
）
ノ
発
音
ヲ
誤
ル
コ
ト
ナ
シ
。

〇
第
廿
七
条　

zu

（
ズ
）
とdzu

（
ヅ
）
ト
ノ
区
別
ア
ル
カ
。

●
旧
久
留
米
藩
（
第
二
十
四
条
ノ
地
方
ニ
同
ジ
）
ニ
ア
リ
テ
ハ
明
ラ
カ
ニ
区
別
ス
レ
ド
モ
他
ノ
地
方
ニ
ア
リ
テ
ハ
ス
ベ
テ
「
ズ
」「
ヅ
」
ノ
区
別
ナ
シ
。

〇
第
廿
八
条　
「
ズ
」
と
「
ヅ
」
ト
ヲ
区
別
ス
ル
地
方
ニ
於
テ
、
本
来
ノ
「
ズ
」
ヲ
「
ヅ
」
ト
発
音
ス
ル
例
、
又
ハ
本
来
ノ
「
ヅ
」
ヲ
「
ズ
」
ト
発
音
ス
ル
例
ア
ル
カ
。

●
稀
ニ
「
ハ
ズ
ミ
」（
機
）
ヲ
「
ハ
ヅ
ミ
」「
ミ
ヅ
」（
水
）、「
ク
ヅ
」（
屑
）「
ナ
マ
ヅ
」（
鯰
）
ノ
「
ヅ
」
ヲ
「
ズ
」
ト
発
音
ス
ル
例
ア
レ
ド
概
シ
テ
「
ズ
」「
ヅ
」
ノ
発
音
ヲ
誤

ル
コ
ト
ナ
シ
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
３
８
年
に
は
、
福
岡
県
に
お
い
て
四
つ
仮
名
の
発
音
は
、
久
留
米
地
方
を
除
き
、「
ヂ
」「
ヅ
」
は
、「
ジ
」「
ズ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
中

央
図
書
館
の
角
筆
は
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
明
治
時
代
初
期
に
は
、
四
つ
仮
名
の
発
音
は
、
ほ
と
ん
ど
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
中
央
図
書
館
の
角
筆
文
献
を
資
料
と
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
の
豊
前
と
筑
前
の
境
界
域
の
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
問
題

点
と
し
て
、
角
筆
の
私
的
性
と
い
う
性
質
か
ら
、
角
筆
に
よ
る
年
紀
等
の
詳
細
が
無
い
た
め
、
角
筆
を
書
き
入
れ
た
具
体
的
人
物
、
詳
細
な
記
入
年
代
を
厳
密
に
は
明
ら
か
に
し

得
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
見
出
さ
れ
た
多
量
の
角
筆
文
献
を
資
料
に
し
て
、
そ
の
寄
贈
者
、
寄
贈
経
緯
、
墨
書
や
朱
書
の
書
き
入
れ
、
印
等
か
ら
、

（44）
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北九州市立中央図書館蔵の角筆文献

中
央
図
書
館
の
角
筆
文
献
が
、
現
在
の
北
九
州
市
の
地
に
あ
っ
て
、
代
々
そ
の
地
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
年
代
、
記
入
者

は
特
定
で
き
な
い
ま
で
も
、
角
筆
の
書
き
入
れ
か
ら
、
豊
前
と
筑
前
の
境
界
域
の
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
言
語
的
特
徴
の
う
ち
、
特
に
音
韻
的
な
側
面
の
概

略
は
記
述
し
得
た
か
と
思
う
。
今
後
、
北
九
州
市
域
各
所
か
ら
、
角
筆
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
資
料
の
分
析
を
俟
っ
て
、
本
稿
で
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
象
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
記
述
し
て
い
き
た
い
。

（
１
）  
現
在
の
北
九
州
市
の
う
ち
、
門
司
区
、
小
倉
北
区
、
小
倉
南
区
、
八
幡
東
区
の
東
部
は
豊
前
国
に
属
し
、
八
幡
東
区
の
西
部
、
八
幡
西
区
、
若
松
区
、
戸
畑
区
は
筑
前
国

で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
藩
で
は
、
豊
前
国
は
小
倉
藩
の
所
領
で
あ
り
、
筑
前
国
は
福
岡
藩
の
所
領
で
あ
る
。
中
央
図
書
館
の
角
筆
文
献
は
、
門
司
や
小
倉
を
中
心
と
し

た
豊
前
の
資
料
が
多
く
を
占
め
る
が
、
八
幡
や
若
松
、
遠
賀
な
ど
の
墨
書
も
み
え
、
筑
前
の
資
料
も
若
干
含
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）  

江
戸
時
代
を
前
期
、
中
期
、
後
期
を
三
分
す
る
仕
方
に
つ
い
て
は
、
江
戸
開
府
（
慶
長
八
年
）
か
ら
慶
応
四
年
を
、
年
数
を
三
等
分
す
る
方
法
や
、
政
治
的
変
革
に
よ
っ

て
分
け
る
方
法
、
世
紀
に
よ
っ
て
分
け
る
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
存
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
年
数
を
ほ
ぼ
三
等
分
す
る
方
法
に
よ
っ
た
。
こ
の
分
け
方
に
よ
り
、

江
戸
時
代
前
期
を
江
戸
開
府
の
慶
長
八
年
か
ら
元
禄
ま
で
、
江
戸
中
期
を
宝
永
か
ら
安
永
ま
で
、
江
戸
後
期
を
天
明
か
ら
慶
応
ま
で
と
し
た
。

（
３
）『
北
九
州
市
史
』（
北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 

一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

（
４
）  

注
３
に
同
じ
。

（
５
）『
門
司
市
史
』（
門
司
市
役
所
編 

一
九
三
二
年
）
に
よ
る
。

（
６
）  

小
林
芳
規　
「
方
言
国
語
史
研
究
の
方
法
と
課
題—
—

方
言
史
料
と
し
て
観
た
角
筆
文
献
」（『
国
語
学
』
一
七
一
号 　

一
九
九
二
年
）	

【
付
記
】　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
北
九
州
市
立
中
央
図
書
館
に
て
行
っ
た
、
同
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
漢
籍
の
全
本
調
査
に
基
づ

く
角
筆
文
献
調
査
報
告
で
あ
る
。
そ
の
間
、
轟
良
子
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
図
書
館
職
員
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
特
に
、
轟
良

子
氏
に
は
、
文
献
の
閲
覧
、
調
査
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
厚
情
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
二
階
堂
行
文
氏
、
偕
行
社
の
こ
と
な
ど
、
北
九
州
市
の
歴
史
、
文
化
に
関
わ
る
多
く
の
ご

教
示
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（45）
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